
　救急隊は、救急現場で傷病者の訴えを聴き、全身の状態を観察しながら、持病や内服薬、
通院先などの情報を確認します。本人から話を聞くことが難しい場合には、マイナ保険証を
活用して、受診歴や処方薬の情報を確認する「マイナ救急」も行われています。
　こうした情報をもとに、症状に応じた応急処置を行いながら、受け入れ可能な医療機関を
調整し、迅速に搬送しています。

　意識がない、呼びかけに反応がないなど、緊急性が高い場合には、迷わ
ず１１９番通報をお願いします。救急隊は、限られた時間と情報の中で、
命をつなぐために最善を尽くして活動しています。

　救急出動件数は年々増加し、高齢化の進展等により今後も増加が
見込まれています。一刻を争う救急事案への到着が遅くなると救え
る命を救えなくなることもあります。救急車の適正利用にご協力を
お願いします。

※緊急の場合は、迷わず救急車を呼ぶことも大切な適正利用です※

　突然の体調変化や病状の悪化に直面すると、早急に医療機関を受診すべきか、夜間休日
にどの医療機関を受診できるかなど迷う場面があります。
　そんな時は、『＃７１１９』救急安心電話相談をご活用ください。医師や看護師等の医療
従事者に電話が繋がり、アドバイスを受けることができる仕組みです。

　突然の体調悪化や病気の進行によっては、搬送された医
療機関で「どこまで医療やケアを望むのか」といった、急な
判断が必要になることもあります。
　そのような時に備えるための取り組みが、表面で紹介した
人生会議（ＡＣＰ）やアドバンス・ライフ・プランニング（ＡＬＰ）
の取り組みです。
　この取り組みは、救命を否定するものではなく、救急隊や
搬送先の医療機関が救命に専念することを前提に、医療や
ケアの場面で、その人らしさや本人の思いが尊重されるよう
にするための備えです。
➡いざという時に慌ててしまわぬよう、今できる備えとし
　て、人生会議(ＡＣＰ)やアドバンス・ライフ・プランニング
　（ＡＬＰ）の内容を身近な人と共有して書き残してみては
　いかがでしょうか。

　「救急情報カード」は、緊急連絡先、医療機関･お薬、災害時の配慮事
項等の情報を記入し、緊急時･災害時に備えるものです。
救急隊員や地域の支援者が必要な情報を確認して、急病･ケガで倒れた
時や災害時に、迅速かつ的確な支援を行うことができます。

　救急情報カードは、市役所福祉政策課の窓口・郵送・出張

所窓口で配布しています。また、市ホームページからダウン

ロードもできます。　

　災害時、特に支援が必要な方は、
救急情報カードに生活支援シート

①②③を加えた「個別避難計画」の作成も推奨しています。
身体状況や生活状況などのほか、特に支援や配慮を必要とす
る事項についても記載します。　

　もしもの出来事はいつ起きるかわかりません。市役所、信頼できるご近所、ケアマネジャー、地域で

見守りをしている自治会関係者・民生委員などへ救急情報カードを事前に提供しておきましょう。

　もしもの出来事はいつ起きるかわかりません。市役所、信頼できるご近所、ケアマネジャー、地域で

見守りをしている自治会関係者・民生委員などへ救急情報カードを事前に提供しておきましょう。

緊急時・災害時に備える

救急情報カードのホームページ

個別避難計画ホームページ
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いざという時に備えておきましょう

人生会議（ＡＣＰ）や
アドバンス・ライフ・プランニング（ＡＬＰ）は、
「人生の土台」と「医療の判断をつなぐ」備え

　救急の現場では、限られた時間の中で、治療中の病気や内服薬、これまでの経過など
の情報をもとに、迅速な判断が行われます。
　救急患者の約７割が６５歳以上の方です。通院治療中の方や、在宅で医療を受けて
いる方も少なくありません。
　そのため、いざという時に備えて、ご自身の治療状況や既往歴などがわかるように
準備しておくことが大切です。そのための備えの一つが「救急情報カード」です。

「救急情報カード」

救急情報カードは、

救急搬送する際に私たちも活用しています！

病状や普段飲んでいる薬、緊急時の連絡先など、

大事な情報は定期的に更新をお願いします！

□緊急時の連絡先

□医療に関する情報
治療中・過去の病気、かかりつけ
医、人工透析、アレルギーなどに
ついて。お薬手帳のコピーもつけ
ておきましょう。

□ご近所・支援機関等
普段親しくしているご近所の方や
支援を受けている事業所名など。

□伝えたいこと
災害時の配慮事項や、必要となる
特別な医療行為など。

□災害時の避難について
避難支援が必要な方のみ、避難
支援等実施者の了承を得た上で
記入してください。

　外出時には常時携帯・
家の中では冷蔵庫の扉に！

　家の中で救急情報カードを保存
する際は、救急隊員や支援者が
見つけやすいように、多くのご家庭
にある 冷蔵庫の扉 に貼って保存
してください。

救急情報セットも活用できます

個別避難計画

　高齢者のみ世帯（一人

暮らし含む）、障害者手帳

をお持ちの方、要介護認

定を受けた方などには、

記入済みの救急情報カー

ドを冷蔵庫内で保存する

ための救急情報セットを

無料配布しています。


